
1 事業概要

高いサービスを提供すること、2．地域との連携を重視した開かれた施設運営に努めること、3．組織作り・

人材育成に力点を置き経営の持続的発展を目指すこと、の三つの方向を意識して老人福祉サービスの

提供を中心に事業に取り組んできた。みなかみ町の特別養護老人ホームやまぶきの苑と渋川市赤城町

の老人保健施設からたちの丘の二つの拠点で幅広くサービスの展開を続けている。

　経営改善については、令和6年7月末に月夜野デイサービスセンターを休止、同年8月末には居宅介護

支援事業所を休止、同年8月1日付けで定員変更（特別養護老人ホーム90人➡93人、ショートステイ10人

➡7人）を行った。

2 運営上の留意点

①

　内訳：フィリピン人2名（直接雇用介護1名、特定技能1号介護1名）、インドネシア人2名（特定技能1号

　　　　介護）、ネパール人3名（特定技能1号介護）、ミャンマー人2名（特定技能1号介護）、日本人1名（調理）

　特定技能1号については、最大5年の在留期間となっているため、5年目を迎える前に次の候補者の

選定、受け入れを行ない、介護人材の確保を行う。

　また、特定技能1号のなかで、介護福祉士の受験希望者がいるため、全面的にバックアップを行う。

②

支援事業　なんでも福祉相談」に参加している。

　令和6年度実績　：　0件

③ 　一般社団法人群馬県老人福祉施設協議会が主体となって行っている「知ってもらおう介護の仕事事業」

を令和7年2月7日に予定していたが、中学校でインフルエンザの感染が広がり学級閉鎖となったため中止。

事業内容：地元の中学生に、車椅子体験や高齢者疑似体験などを行い介護の仕事を紹介。

④ 　業務継続計画（BCP）に基づく実働訓練をやまぶき拠点、からたち拠点でそれぞれ2回実施した。

⑤ 　法人全体の総資産に対する現金預金の割合いが、全国平均13％のところ4.9％となっている。

両拠点でのさらなる稼働アップとコスト削減を徹底していく。

3 理事会等開催状況

（1）　理事会・評議員会・監事監査

・役員等定数 理事　9名 監事　2名 評議員　10名 評議員選任・解任委員　3名

自主点検表の報告

事業報告及び計算書類並びに財産目録の監査

監査報告書の作成

令和6年度　社会福祉法人志純会　法人本部事業報告

　志純会の理念「和と絆を尊ぶ」ことをモットーとして、１．ご利用者一人ひとりの気持ちに添った満足度の

　職員寮については、外国人介護人材を中心に活用を進め、現在10名が居住している。

　社会福祉法人への「地域における公益的な取組」の実施の責務化に対応し、「群馬県ふくし総合相談

期日 審　議　事　項　等

令和6年5月22日（水）

監事監査



理事長の職務執行状況報告について

令和５年度社会福祉法人志純会事業報告について

令和５年度社会福祉事業会計決算について

令和５年度公益事業（介護老人保健施設）会計決算について

令和５年度公益事業（人材育成）会計決算について

令和５年度収益事業会計決算について

（監事監査結果報告）

令和６年度定時評議員会の開催について

特別養護老人ホームやまぶきの苑運営規程の一部改正について

指定（介護予防）短期入所生活介護事業運営規程の一部改正について

月夜野デイサービスセンター運営規程の全部改正について

グループホームやまぶきの苑運営規程の全部改正について

指定居宅介護支援事業運営規程の全部改正について

介護老人保健施設からたちの丘施設運営規程の全部改正について

給与規程の一部改正について

令和５年度社会福祉法人志純会事業報告について

月夜野デイサービスセンターの休止について

指定居宅介護支援事業の休止について

令和５年度社会福祉事業会計決算について

令和５年度公益事業（介護老人保健施設）会計決算について

令和５年度公益事業（人材育成）会計決算について

令和５年度収益事業会計決算について

理事長の職務執行状況報告について

令和６年度社会福祉事業会計補正予算について

令和６年度公益事業（介護老人保健施設）会計補正予算について

給与規程の一部改正について

育児・介護休業等に関する規則の一部改正について

公益事業（人材育成）会計の廃止について

令和７年度社会福祉法人志純会事業計画について

令和７年度社会福祉事業会計当初予算について

令和７年度公益事業（介護老人保健施設）会計当初予算について

令和７年度収益事業会計当初予算について

（2）　その他会議

・法人実務者会議の開催　（毎週火曜日）

・上牧温泉病院との連絡調整会議　（毎週月曜日）

・財務検討会議の開催　（毎月最終火曜日）

第２回　通常理事会

期日 審　議　事　項　等

令和6年6月10日（月）

第１回  通常理事会

令和6年6月26日（水）

定時評議員会

令和7年3月24日（月）



4 人事関係

（1）　職員採用

　安定した施設運営、職員が働きがいを持つことができる職場づくりを目指して、継続的に事業運営
ができる職員体制の整備に努めた。

管理職員

介護職員 常勤

非常勤

看護職員 常勤

非常勤

その他 常勤

非常勤

※派遣、シルバーは非常勤職員としてカウント

（2）　人事面接及び勤務評価

　今年度も全職員から自己申告書を徴し、職場環境の問題点や人事異動に関する希望、これから

のキャリア形成についての申告を受けた。

　また、勤務評価を実施し、「志純会の求められる職員像」を評価基準として、各セクション単位で、

自己評価→一次評価→二次評価→最終評価の順に進めた。二次評価は各課長が直接面談をした

うえで評価している。

最終評価の後、自己申告書の聞き取り・助言を含め、自己評価と最終評価を対比できる形で本人に

戻した。評価結果は定期昇給の昇給幅に反映されている。職員の意識の中にも一定の定着が見ら

れており、今後も見直しをしながら継続していきたい。

5 福利厚生

　慶弔見舞規程等に基づき、次のとおりお祝い金等を贈呈した。
・慶弔見舞い関係 4 件 円
・永年勤続、功労関係 6 件 円（商品券）

6 寄付金・寄付物品

・特になし

7 施設整備関係

（1）大規模修繕等（1件100万円超）

① やまぶきの苑 本館谷川棟廊下他エアコン入れ替え ㈱ﾄﾗｽﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 円

別館雨樋交換工事 (株)春原ハウジング 円

特別養護老人ホームやまぶきの苑 (株)春原ハウジング 円

とグループホーム間のフェンス取替工事

入浴用リフト（2台）、専用車いす（2台） 酒井医療(株) 円

② からたちの丘 フェンス取替工事 (株)春原ハウジング 円

　 円

区　　分
採　　　　用 退　　　　職

やまぶきの苑 からたちの丘 計 やまぶきの苑 からたちの丘 計

11 0 1 0 1

11

2 2 4 6 1 7

7 7 14 7 4

0

1 1 2 2 0 2

0 0 0 0 0

0 3 3 1 2 3

7 3 10 6 0

合計 18 16 34 22 8 30

14,000

6

120,000

1,791,020

9,152,000

3,883,000

1,705,000

1,100,000

17,631,020

（単位：人）

計



8 補助金・助成金等
① やまぶきの苑 ・財）JKA　2024年度自転車等機械振興事業に関する補助金 円

・損保ジャパン　損害保険料（雪害の補償）

　エアコン室外機、別館軒樋、フェンス取替工事、給湯器

② からたちの丘 ・損保ジャパン　損害保険料（雪害の補償等）

　フェンス取替工事、防火戸修理

円

7,451,451 円

1,315,853 円

15,631,304

6,864,000

計

計



1 事業概要
　

実施し、要介護状態となったご利用者等の日常生活を支えるサービスを提供した。

があった。令和6年12月には別館フロアの利用者にインフルエンザＡ型の感染が広がり、令和7年2月に
は1階フロアの利用者の間で新型コロナウイルス感染症の感染が広がった。

　入所期間の短期化や長期入院者も多く、特養・短期を併せた稼働率は91.2%になった。

　施設復帰困難な長期入院者への対応を考慮しつつ、感染対策や待機者調査に力を入れ、施設全体

で高い稼働の確保を強く意識し、改善を図りたい。

2 サービス提供上の留意点

丁寧な介護を行うことを心掛け、サービス提供してきた。また、介護に携わる職員が笑顔で礼儀正しく、

和と協調を重んじることで施設の空気を穏やかで落ちついたものにするよう申し合わせてきた。

また、感染症発生時に他フロアへの影響を最小限に抑えると共に、今まで以上にご利用者の個別

3 入所（ロング）の利用状況

（１）　市町村別入所者数 年度末（人） （2）　年代別内訳 年度末（人）

　十日町市

（3）　入退苑の状況
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
86 88 89 89 87 91 91 90 92 90 89 91
7 5 3 7 7 5 5 8 5 8 5 5

2 1 1 8 2 2 4 4 3 4 1 2
3 3 2 1 1 3 2 2 4 5 2 4
5 4 3 9 3 5 6 6 7 9 3 6

88 89 89 87 91 91 90 92 90 89 91 90
8 8 7 8 7 7 7 7 7 7 8 8

295 159 288 164 133 172 131 128 86 139 51 91
2,373 2,607 2,403 2,536 2,675 2,565 2,712 2,581 2,765 2,645 2,464 2,750

※R6.7月まで定員90名、8月から93名
　特養（ロング）短期入所（ショート）合計稼働率 91.2%

月末在苑者数 1,077
うち特例入所者数 89

入院日数 1,837
延利用人数 31,076

　特養（ロング）稼働率 92.5%

月別
計

区別
月初在苑者数 1,073

入苑者 70

退
苑
者

家庭復帰 0
他施設 0
入院 34
死亡 32
計 66

合計 16 74 90 平均年齢 79.9 89.1 87.5

年度間（人）

　清瀬市 1 1 －
　千葉市 1 1 合計 16 74 90

　津南町 2 2 －
　新宿区 1 1 －

　新潟市 1 1 60歳代 4 2 6
　魚沼市 2 2 50歳代 1 1

　高山村 2 2 80歳代 4 26 30

1 4 5 70歳代 4 5 9

　みなかみ町 10 50 60 100歳代 2 2

　沼田市 4 11 15 90歳代 4 38 42

令和６年度　特別養護老人ホームやまぶきの苑事業報告

　介護保険制度の介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)及び短期入所生活介護(ショートステイ)を

　入所状況については、重度化傾向に伴い在籍期間の短期化が進んでおり、前年よりも多くの入退所

　「尊厳の保持」と「自立支援」という基本理念のもとに、生きがいを持って楽しい日々が過ごせるよう、

ケアに目を向けることを心がけるために、小さい単位のケアチームになるよう組織体制を改めた。

町村名 男 女 計 年代 男 女 計



（4）　要介護状態区分（延人員）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 56 62
2 210 216 167 198 186 180 186 180 186 186 168 186
3 472 457 458 484 552 535 561 592 589 580 440 526
4 878 1,066 967 1,093 1,218 1,130 1,183 1,078 1,078 947 962 1,044

5 783 837 781 730 688 690 751 701 881 901 838 932
2,373 2,607 2,403 2,536 2,675 2,565 2,712 2,581 2,765 2,645 2,464 2,750

（5）　諸加算の状況（延件数）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
2,365 2,599 2,394 2,525 2,672 2,554 2,706 2,569 2,756 2,632 2,460 2,742

2,365 2,599 2,394 2,525 2,672 2,554 2,706 2,569 2,756 2,632 2,460 2,742

2,365 2,599 2,394 2,525 2,672 2,554 2,706 2,569 2,756 2,632 2,460 2,742

25 15 15 15 15 24

54 4 27 27 37 29 54

4 2 2 2 4 4 4

2 1 1 1 2 2 3 1

34 19 66 31 18 53 22 44 29 36 12 33

208 186 177 153 229 158 173 117 206 126 157 160

86 90 86 89 91 95 91 95 95 94 93 96

86 89 91 95 91 95 95 94 93 96

168,761 186,606

54,893 60,691

32,544 35,980

290,572 303,162 320,865 308,055 324,244 309,452 333,124 319,263 296,307 330,158

4 短期入所（ショート）の利用状況

（1）　利用の状況（人員）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 16 20 18 11 14 27 14 22 31 17 25 23

2 11 56 45 45 48 51 59 55 50 51 56 49

3 53 46 47 56 64 53 44 44 38 37 37 45

4 108 84 77 90 56 52 64 51 65 67 43 48

5 4 4

1 2 3

2
192 206 187 202 182 183 183 175 188 172 161 165

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

※R6.7月まで定員10名、8月から7名

（2）　諸加算の状況（件数）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
サ提供加算Ⅱ 192 206 187 202 182 183 181 172 188 172 161 165

夜勤職員加算Ⅰ 192 206 187 202 182 183 181 172 188 172 161 165

長期利用提供減算 3 26

送迎加算 33 40 39 39 47 45 56 60 56 43 36 50

緊急受入加算
13,005 13,611

4,230 4,430

2,510 2,624

21,016 22,885 20,737 20,493 20,828 19,732 20,736 19,324 17,538 18,657

サ提供加算Ⅱ 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0

送迎加算 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0

介護
予防

5
4

処遇改善加算Ⅰ（14%､総単位数） 5

平均要介護度 2.89
短期入所（ショート）稼働率 75.2%

年度間（件）

月別
計

項目

介護

2,191
2,191

29
544

0
処遇改善加算Ⅰ（8.3%､総単位数） 26,616
特定処遇加算Ⅰ（2.7%、総単位数） 8,660
ベースアップ加算（1.6%､総単位数） 5,134
処遇改善加算Ⅰ（14%､総単位数） 201,946

介護
予防

要支援 5
要支援 0

計 2,196
うち空床利用日数 1

介護

要介護 238
要介護 576
要介護 564
要介護 805
要介護 8

ベースアップ加算（1.6%､総単位数） 68,524
処遇改善加算Ⅰ（14%､総単位数） 3,135,202

年度間（人）

月別
計

介護度

初期加算 2,050
科学的介護推進体制加算 1,101
協力医療機関連携加算1 925
処遇改善加算Ⅰ（8.3%､総単位数） 355,367
特定処遇加算Ⅰ（2.7％、総単位数） 115,584

看取り介護加算1 109
看取り介護加算2 232
看取り介護加算3 22
看取り介護加算4 13
外泊時費用 397

年度間（件）

月別
計

項目
看護体制加算Ⅰ2 30,974
夜勤配置加算Ⅰ2 30,974
日常生活加算1 30,974

要介護 6,246
要介護 12,644
要介護 9,513

計 31,076
平均要介護度 3.92

年度間（人）

月別
計

介護度
要介護 424
要介護 2,249



5 入所待機者数

　98　名　　（ 年度末 ）
　　　※ 内、要介護度３以上　77名　   内訳 ［ 介護度３（26名）、介護度４（29名）、介護度５（22名） ］

6 入所検討委員会 19 回開催

7 防災訓練等

　　・　７月１９日　　　消防設備点検実施　（委託業者：ＭＫメンテナンス株式会社 ）
　　・　７月　３日　　　総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）、昼間想定　　西消防署員2名
　　・１０月３０日　　　総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）、夜間想定　　西消防署員2名

8 実習・ボランティアの受入

（１）　介護実習 受入なし
（２）　社会体験学習 受入なし
（３）　ボランティア 受入なし

9 感染・衛生対策

（１）　インフルエンザ感染対応
　利用者、職員とも予防接種を実施。別館フロアで令和6年12月に利用者10名、職員2名が罹患。

（２）　感染性胃腸炎対応
　トイレ、手すり、床等に次亜塩素酸ナトリウムを使用して清掃を行い、発症を防ぐことができた。

（３）　新型コロナウィルス感染症対応
　第５類に移行してからも面会制限、入館者の検温・問診を実施。職員は検温、手指消毒、マスク着用を
徹底。手を触れる場所の消毒や換気等、基本的な感染対策を行った。新規入所者は抗原検査やIDNOW
検査で陰性を確認してからの受入をしていたが、令和7年2月に1階フロアで利用者7名、職員4人が罹患。
　感染症対策の基本を確認し、職員全員に周知徹底した。

　消防計画による設備点検及び防災訓練を下記のとおり実施した。避難訓練はご利用者の状態等を考

　入所申込みを受けてから数か月以上経過した方には、その後の状態や環境、所在地等について最新
　また、入所可能となる介護３以上の方であっても、医療依存度や認知症状強度のため受け入れ困難な

　入所検討委員会については、毎月開催し、入退所手続きを進めることができた。空床期間を出来るだけ
　



10 各種会議・委員会

(1)  施設運営会議 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回 ・・・ 3ヶ月に１回
(3)  フロア会議・ケース会議 ・・・・・・ 毎月１回 (4)  総務連絡会議 ・・・・・・・・・・・・ 毎月１回
(5)  支援グループ会議 ・・・・・・ 毎月１回 (6)  行事担当者会議 ・・・・・・・・・・・ 毎月１回
(7)  リスクマネジメント委員会・・・・・・ 毎月２回 (8)  身体拘束廃止委員会 ・・・・・・・・ 毎月１回
(9)  感染対策委員会 ・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (10) 褥瘡・排泄委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回
(11) ショートステイ委員会 ・・・・・・・ 毎月１回 (12) 研修委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 随時
(13) レクリエーション委員会 ・・・・・・ 毎月１回 (14) 看取り介護委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回
(15) 生活リハビリ委員会 ・・・・・・・・ 毎月１回 (16) 環境整備会議 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回
(17) 給食委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (18) ケアカンファレンス ・・・・・・・・・ 随時
(19) 人権擁護・虐待防止委員会 ・・・ 3ヶ月に１回 (20) 第三者委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回
(21) 広報委員会  ・・・・・・・・・・・・・・・ 随時 (22)BCP策定委員会 ・・・・・・・・・ 随時

11 職員研修実績

　職員の資質向上を図るため、施設内研修を実施し、外部機関主催研修に積極的に参加した。

（１）　施設内研修の実施状況
・ハラスメント研修（介護現場におけるハラスメント） 14名参加
・感染対策研修（ガウンテクニック） 20名参加
・口腔ケア研修（誤嚥性肺炎を防ぐための口腔ケア） 7月16日 23名参加
・BCP研修 6名参加
・身体拘束廃止研修（身体拘束とはどのような事を指すのか） 12名参加
・看取り介護研修（看取り介護とは） 16名参加
・リスクマネジメント研修（介護事故を防止するために） 22名参加
・褥瘡・排泄研修（なぜ排泄援助・陰部洗浄するのか？） 15名参加
・感染対策研修（嘔吐物処理） 19名参加
・身体拘束適正化研修（チルト式車椅子を体験しよう） 21名参加
・リスクマネジメント研修（ハインリッヒの法則について） 18名参加
・高齢者虐待防止研修（虐待に走らないための心を鍛えよう） 10月～12月 10名参加
・口腔ケア研修（はみがき講座） 17名参加
・人権擁護虐待防止研修（高齢者虐待防止の推進は待ったなしです） 16名参加
・感染対策委員会研修（高齢者施設の感染対策研修） 15名参加
・高齢者虐待防止研修（不適切ケアについて） 27名参加
・BCP研修（災害発生時を想定しグループワーク） 16名参加

（2）　外部機関主催研修参加状況
・令和６年度介護保険法と介護報酬改定の全解説 3名参加
・TENAオムツについて　その発赤褥瘡ですか？ 3名参加
・令和６年度介護報酬改定（栄養関連）の概要について 1名参加
・これだけは外せない！高齢者の皮膚を守るスキンケアのポイント 2名参加
・これだけは外せない！IADを理解しておむつ皮膚炎を未然に防ごう 2名参加
・全身とともに育まれる口腔機能 1名参加
・腸内環境と栄養管理から排泄を考える 1名参加
・これだけは外せない！褥瘡予防の基本ケア 3名参加
・ポジショニング５つの基本ポイント 3名参加
・認知症ケアに活かす共感力の鍛え方 3名参加
・嚥下調整食の栄養不足とその対応策 1名参加
・第１回高齢者施設等の感染対策研修（総論） 2名参加
・ひょっとして　これって虐待？～身近な事例から学ぶ～ 2名参加
・終末期を支えるケア講座 1名参加
・見守りケアシステムを活用した民間企業による経営改善 1名参加
・嚥下食作りのお悩みNo1物性のばらつき解決セミナー 1名参加
・知って得する高齢者のけがの話 4名参加
・はじめてのアンガーマネジメント 1名参加
・普通救命講習会 1名参加
・摂食嚥下障害と誤嚥予防について 1名参加
・第２回高齢者施設等の感染対策研修（各論） 2名参加
・安全運転管理者講習 1名参加
・生産性向上ビギナーセミナー 2名参加
・介護現場における生産性向上と実践の極意 1名参加

7月17日
7月18日
7月18日
7月19日
7月24日
7月26日

5月27日
5月30日
6月20日
6月29日
6月29日
6月29日
7月1日
7月2日
7月12日

4月25日
4月25日
4月26日
5月9日
5月9日
5月11日
5月17日
5月17日
5月17日

10月16日
11月27日
12月18
1月15日

2月10日
2月18日
3月4日、5日
3月12日
3月19日

(2)  身体拘束等の適正化委員会

5月29日
6月26日

7月12日
8月21日
9月11日
4月～9月



・令和６年国民健康・栄養調査調査員講習会 1名参加
・生産性向上・業務改善・人材育成へのTENAの貢献 1名参加
・F-SOAIPを使った記録法 2名参加
・第３回高齢者施設等の感染対策研修 1名参加
・施設ケアマネジャーに求められるものとは 1名参加
・ケアの実践力を高める観察と記録講座 1名参加
・生活相談員研究部会全体研修会 1名参加
・抑制廃止を取り組むために必要な考え方 1名参加
・第３回利根沼田老人福祉施設ケアマネジャー研修会 1名参加
・もし今、私たちが被災者となったら？ 1名参加
・GLIM基準の総論、活用の実際、活用事例 1名参加
・給食施設における衛生管理について 6名参加
・関東ブロック　老人福祉施設研究総会　長野大会 1名参加
・入所者の意向を尊重した意思決定のための研修会 4名参加
・排泄ケアの改革による未来の可能性 4名参加
・給食関係者のための平常時から災害の備えをすすめるための研修会 1名参加
・救命でQ！（QQQ）救急隊との交流研修会 1名参加
・介護現場のリスクマネジメント 1名参加
・第４回利根沼田老人福祉施設ケアマネジャー研修会 1名参加
・リハビリ・個別機能、栄養・口腔の一体的取り組みと再入所栄養連携加算 1名参加
・基本から分かるポジショニングWEBセミナー 1名参加
・R6意思決定支援研修 11月1日～3月21日 1名参加
・「介護の快護化」に向けたスキントラブル予防の実践レクチャー 3名参加
・食品衛生責任者　実務講習会 1名参加
・工夫次第で大活躍！パッククッキング 1名参加
・生活困窮者自立支援制度について 1名参加
・令和６年度福祉医療機構・県単共済合同実務研修 2名参加
・国民健康栄養調査 10月～11月5日間 1名参加
・認知症高齢者のBPSDと抑制について考える 1名参加
・危険物取扱者保安講習 1名参加
・ボランティアのための回想法入門講座 1名参加
・BPSDの出現・悪化を回避するためのケアの考え方 1名参加
・食事ケア・口腔ケア講座 2名参加
・困難事例への対応～高齢者の尊厳を守るケア～ 1名参加
・時間栄養学について学ぶ 1名参加
・事務職員のための認知症基礎講座 3名参加
・高齢者の皮膚を栄養で守る～スキンフレイルって何？ 1名参加
・災害に備える　～準備は裏切らない！～ 2名参加
・令和６年度　福祉サービス苦情解決セミナー 1名参加
・令和６年度　身体拘束廃止に関する研修会 2名参加
・ACPについて 1名参加
・第５回利根沼田老人福祉施設ケアマネジャー研修会 2名参加

12 行事実績

月
4
5
6

9

11
12

3
7日、12日 ひな祭り 1F・別館フロア 40名

18日 おやつレク（おしるこ） 2Fフロア 40名
27日 慰問（舞踊） 1Fフロア 60名

2
2日 節分 各フロア 90名
26日 おやつレク（スイートポテト） 1Fフロア 25名

12日､13日､14日､19日､20日､21日 わらアートドライブ たくみの里 48名
25日 クリスマス会 1F・2Fフロア 70名

1
2日 新年会 各フロア 90名
26日 おやつレク（フレンチトースト） 別館フロア 20名

17日、18日、24日、25日、26日 ぶどう狩り 富味フルーツ 52名

10
10日、15日、22日、24日 りんご狩り 鈴木りんご園 35名

23日 旬を味わう会（りんご） 食堂 20名

8
14日 盆供養 各フロア 70名
28日 納涼祭 各フロア 90名

7
4日、9日 七夕 各フロア 70名

17日、24日、31日 おやつレク（アイスクリーム） 各フロア 90名

11日、16日、17日、18日 お花見 町内各所 41名
9日、14日、16日 水仙まつり ノルン 40名

12日、13日 運動会 各フロア 64名

3月21日

　感染症の流行により、当初の計画通りに実施できなかった行事もあるが、定期的なおやつレクや外部

期　　日 行　事　内　容 会　場 参加人数（ショート含む）

12月26日
1月16日
1月22日
2月1日
2月12日
2月13日
3月7日
3月14日
3月11日～31日

11月12日
11月13日
11月13日
11月14日
11月26日

11月28日
12月3日
12月14日
12月19日

10月3日、4日
10月6日
10月8日
10月8日
10月11日
10月18日
10月22日
10月24日
10月29日

9月5日
9月12日
9月17日
9月19日
9月26日
9月27日
9月27日
9月30日
10月3日

8月26日
8月30日
8月30日



1 事業概要

　小さい単位のグループ（9名）で、家庭に近い環境づくりと地域との交流を心がけ、認知症の進行を穏やかに
するとともに、ご利用者個々の有する能力に着目して、できる限り自立した生活を送れるよう支援した。
　令和6年10月に職員と利用者に新型コロナウイルスの感染が拡大した。新型コロナウイルス感染症治療薬
の投与により重症化には至らなかったが、感染対策の基本を確認し、周知徹底した。

2 サービス提供上の留意点

　ご利用者を個別にありのままに受け入れ、一人ひとりの時間を大切にしながら、それぞれに役割を持ち活力
ある生活を送れるよう支援した。また、ご家族との接点を大切にすることを意識し、こまめな情報発信を心がけ
た。
ご利用者の重度化傾向が進み、特に入浴に関しては機械浴の設備が整っていない為、グループホームでの
対応に限界が生じた。その為、ご家族に説明行いご理解頂いた上で、特養に転居されるケースがあった。

3 利用状況 年度末における待機登録者数　3人（うち男2人、女1人）

（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　入退所の状況 年度間（人）

（3）　利用者数（延人員）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24
2 185 202 210 217 208 180 186 150 124 124 112 93
3 23 31 30 31 31 30 55 90 117 124 112 155
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 4

238 264 270 279 270 240 272 270 272 279 252 276

%

ショート利用者数（延人員）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（4）　諸加算の状況（延人員）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
234 263 270 279 0 240 272 270 270 279 252 277

0 0 900 900 0 800 900 900 900 900 900 1,000

234 263 270 279 269 240 272 270 270 279 252 277
660 690 450 0 0 0 720 180 0 0 0 720
270 270 270 270 270 240 270 270 270 270 270 300

1,476 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
360 360 360 360 360 320 360 360 360 360 360 400

22,996 25,631 44,007 45,378 42,034 39,093 44,495 44,214 44,573 45,777 41,377 45,314

6,421 7,159 － － － － － － － － － －

ベースアップ加算 4,762 5,310 － － － － － － － － － －

入院時支援特別加算 1,476
科学的介護推進体制加算（月/４０） 4,320
処遇改善加算Ⅰ（11.1%⇒18.1%） 484,889
特定処遇改善加算Ⅰ（3.1%､総単位数） 13,580

10,072

医療連携加算Ⅰ3 2,906
協力医療機関連携加算 8,100

サービス提供加算 3,175

初期加算 3,420
栄養管理体制加算（月/３０） 3,240

要介護１ 0
計 0

平均要介護度（介護） 0.00

（人）
月別

計
項目

計 3,182
平均要介護度（介護） 2.57

稼働率 #REF!

（人）
月別

計
介護度

（人）
月別

計
介護度

介
護

要介護 24
要介護 1,991
要介護 829
要介護 0
要介護 338

1
平均年齢（歳） 87.5 88.25 88.2 計 0 2 2

80歳代 2 5 7
退
所
の
内
訳

　他施設 0 1 1
70歳代 0 0 0 　死　亡 0 0 0
合計 2 7 9 　その他 0 1

100歳代 0 0 0 　　入　　所 1 1 2
90歳代 0 2 2 　　退　　所 0 2 2

令和6年度　グループホームやまぶきの苑事業報告

年代 男 女 計 区分 男 女 計



　　　ショート諸加算の状況（延人員）
月別 R6 R7

項目 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

短期共同生活ベースアップ等支援加算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 年間行事 ※1　フィリピン料理　ビーフシチューに近い料理

5
（1）　創作活動 ・手作りおやつ ・お誕生日会 ・畑仕事

（2）　そ の 他

6 地域交流
・3/27　舞踊の会による訪問（特別養護老人ホームやまぶきの苑と合同）
(新型コロナ、インフルエンザ等の感染予防の為、地域交流の機会は減っている)

7 職員研修

（1）　施設内研修
・感染対策研修　6/26（１名）　11/27（１名）
・BCP研修　2/14（１名）

（2） 外部機関主催研修
・高齢者虐待研修（Zoom）6名
・身体拘束廃止研修（Zoom）6名

19日 手作り昼食ランチ（サンドウィッチ） ホール 9名

余暇活動

・毎日リハビリ体操実施（午前、午後）　　
・レクリエーション（歌、トランプ、かるた、輪投げ、塗り絵、外気浴、散歩、輪投げ他）

14日 バレンタイン（手作りガトーショコラ） ホール 9名
3月 3日 ひな祭り（けんちんうどん、いなり寿司） ホール 9名

1月 24日 手作り昼食ランチ（おでん） ホール 9名
2月 4日 節分行事（恵方巻き作り・豆まき） ホール 9名

12月 19日 手作り昼食ランチ（すいとん） ホール 9名
24日 クリスマス会 ホール 9名

11月 19日 自主避難訓練 ホール 9名
25日 寿司ランチ ホール 9名

9月 28日 自主避難訓練 ホール 9名
10月 12日 ほうき草見学 伊賀野の花畑 9名

28日 夏祭り（神輿） ホール 9名
30日 手作り昼食ランチ（焼きそば、チヂミ）ホール 9名

18日 手作り餃子ランチ ホール 9名
8月 13日 盆供養・おはぎ作り ホール 9名

7月 3日 消防訓練（西消防署立ち会い） ホール 9名
7日 七夕行事 ホール 9名

30日 外出ドライブ 沼田公園 9名
6月 25日 お弁当ランチ ホール 9名

23日 手作り昼食ランチ（カルデレータ） ホール 9名
5月 28日 自主避難訓練 ホール 9名

0

実　施　月　日 行　　事　　名 場　　　　　　所
参　加　人　数
利用者（家族）

4月 15日 お花見 カルチャーセンター 8名

（人）

計

短期共同生活医療連携体制加算Ⅰ 0
短期共同サービス提供加算Ⅱ 0
短期共同生活処遇改善加算Ⅰ 0
短期共同生活特定処遇改善加算Ⅰ 0

※１



8 健康管理
・体重測定（毎月月末）
・バイタル測定（1日1回、入浴日は入浴前にも実施）
・健康観察（毎週水曜日　上牧温泉病院　看護師）
・体操（午前、午後）
・健康診断（年1回、3月）
・かかりつけ医、定期受診 （1～2カ月に1回）
・インフルエンザ、コロナウイルスワクチン予防接種
・管理栄養士による、嚥下やそしゃく状況及び嗜好等の確認（毎月）

9 消防訓練
・5月、7月、9月、11月に昼・夜間想定で実施
（内、７月は西消防署、消防設備会社MKメンテナンス立ち合いのもと訓練実施

10 地域運営推進会議
・奇数月の第2木曜日に開催を予定しており、感染対策を行いながら実施している。

11 その他
①外部評価 ・隔年実施の申請により令和6年度実施なし（省略） （次回は令和8年3月実施予定）　

　隔年実施の要件は以下のとおり
　①過去に外部評価を5年間継続して実施していること
　②評価結果を市町村に提出していること
　③運営推進会議が過去1年間に6回以上開催されていること
　④運営推進会議に、事業所の存する市町村の職員又は地域包括支援センターの職員が必ず出席して
　いること
　⑤外部評価の評価結果のうち、別に指定する評価項目の結果が適切であること

②実地指導 ・2月27日　みなかみ町　実地指導　「概ね良好」



1 事業概要

2 サービス提供上の留意点

3 入所（ロング）の利用状況

（１）　市町村別入所者数 年度末（人） （2）　年代別内訳 年度末（人）

（3）　入退所の状況
R６ R７

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
37 38 37 37 37 37 35 34 37 35 39 37
3 3 5 4 1 3 4 6 2 6 1 5

1 2 1 1 1 1 3
1 1 2 2 2 1 1
1 2 3 1 2 2 1 2 2 1 2

1 1 1 1 1
2 4 5 4 1 5 5 3 4 2 3 6

38 37 37 37 37 35 34 37 35 39 37 36
1,165 1,148 1,133 1,175 1,126 1,090 1,078 1,073 1,165 1,164 1,084 1,150

（4）　要介護状態区分（延人員）
R６ R７

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 90 62 54 59 124 69 31 30 54 95 112 139
2 210 178 181 210 155 190 168 188 184 186 168 177
3 360 375 380 349 320 308 364 348 417 415 356 328
4 385 409 370 402 341 343 329 327 336 310 280 289
5 120 124 148 155 186 180 186 180 174 158 168 217

1,165 1,148 1,133 1,175 1,126 1,090 1,078 1,073 1,165 1,164 1,084 1,150

要介護 4,121
要介護 1,996

計 13,551
平均要介護度 3.30

月別
計

介護度
要介護 919
要介護 2,195
要介護 4,320

月末在所者数 439
延利用人数 13,551

入所（ロング）稼働率 92.6%
入所（ロング）、短期入所（ショート）合計稼働率 93.1%

年度間（人）

年度間（人）

月別
計

区別
月初在所者数 440
新規入所者 43

退
所
者

在宅復帰 10
他施設 10
入院 19
死亡 5
計 44

その他 大田区 1 合計 13 23 36
合計 15 22 36 平均年齢（歳） 85.8 89.8 88.3

十日町市 3 2 5
50歳代 1 1

湯沢町 1 1

魚沼市 2 2
70歳代 1 3 4

南魚沼市 1 1 2

東吾妻町 1 1
80歳代 5 5 10

高山村 0

沼田市 2 2
90歳代 5 14 19

中之条町 1 1

渋川市 5 13 18
100歳以上 1 1 2

みなかみ町 2 1 3

令和６年度　介護老人保健施設からたちの丘事業報告

　介護老人保健施設（短期入所療養介護）は、病院等を退院された方や在宅生活が困難な方を受け入
　また、老健の役割である在宅復帰施設として、一定の基準を満たし、加算型を維持している。
　通所リハビリテーションについては、施設に通っていただき日常生活の支援を行い、自宅での生活が継

　令和６年度は、入所サービスでは稼働率94.3％（R5）から93.1％へ1.2％下がったが介護報酬の改定に

町村名 男 女 計 年代 男 女 計



（5）　諸加算の状況（延回数）
R６ R７

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
サ提供加算Ⅱ 1165 1148 1133 1175 1126 1090 1078 1073 1165 1164 1084 1150

在宅復療援加算Ⅰ 1165 1148 1133 1175 1126 1090 1078 1073 1165 1164 1084 1150

夜勤職員配置加算 1165 1148 1133 1175 1126 1090 1078 1073 1165 1164 1084 1150

短期集中リハ加算 216 156 107 160 137 137 110 188 221 181 145 92
認短期集中ﾘﾊ加算 84 45 39 81 47 63 33 53 65 48 35 34
栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ強化加算 1165 1148 1133 1175 1126 1090 1078 1073 1165 1164 1084 1150

療養食加算 1305 1180 1299 1298 1126 1008 936 939 1113 1098 998 959
初期加算 67 35 46 102 35 64 68 98 104 58 40 25
入所前後指導加算Ⅰ2 2 2 3 3 1 2 2 2 1
退時情報提供加算 3 2 3 1 3 1 3 1 2 4
入退所前連携加算Ⅱ 1 2 1 1 1 1 3
ターミナルケア加算 11 30 7

40 41 42 41 38 40 39 40 39 41 40 41
0 0 0 0 0 0 39 40 39 41 40 41

科学的介護加算Ⅱ 40 41 42 41 38 40 39 40 39 41 40 41
53,217 53,376 90,688 95,615 90,535 88,236 85,028 86,955 94,740 96,274 87,652 91,454

4 短期入所（ショート）の利用状況(空床利用)
（1）　利用の状況（延人員）

R６ R７
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1
2
3 2 7 4 4 4
4 7
5 3 7 5
1
2

0 0 2 7 4 4 3 18 5 0 0 0

（2）　諸加算の状況（延回数）
R６ R７

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
送迎加算 1 3 2 2 1 6 1
ｻｰﾋﾞｽ提供加算Ⅱ 2 7 4 4 3 18 5
個別リハ加算 1 7 3 3 2 14 2
夜勤職員配置加算 2 7 4 4 3 18 5
療養食加算 6 34 10
在宅復療援加算Ⅰ 2 7 4 4 3 18 5

189 716 395 395 31 1,869 488

5 通所リハビリテーションの利用状況
（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　登録の状況 年度間（人）

合計 17 18 35 死亡 1 1
平均年齢 83.9 86.2 85.1 計 8 15 23

7
60歳代 1 0 1 その他 4 8 12

90歳代 5 6 11 新規契約 10 21 31
80歳代 7 10 17

契
約
解
除

介護施設入所 0 3 3
70歳代 4 2 6 入院 4 3

43
50
43

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の7.5%) 4,083単位

年代 男 女 計 区分 男 女 計

平均要介護度（支援） 0.00

年度間（回）

月別
計

項目
16
43
32

支
援

要支援 0
要支援 0

計 43
平均要介護度（介護） 3.86

482
処遇改善加算Ⅰ(総単位数の7.5%) 1,013,770単位

年度間（人）

月別
計

介護度

介
護

要介護 0
要介護 0
要介護 21
要介護 7
要介護 15

13,259
742
18
23
10
48

医療連携加算Ⅰ 482
ﾘﾊﾏﾈ計画書加算Ⅱ 240

月別
計

項目
13,551
13,551
13,551
1,850
627

13,551

年度間（回）



（3）　利用者数（延人員）
R５ R６

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 64 68 64 83 93 97 95 104 91 71 50 57
2 83 77 84 82 67 58 79 77 68 81 90 90
3 97 113 106 91 71 64 65 65 51 53 63 61
4 27 49 60 66 90 74 32 33 43 45 42 41
5 12 13 13 13 14 12 13 10 11 12 13 20
1 7 12 12 10 13 12 13 9 7 7 4 4
2 25 33 33 36 37 30 45 40 42 42 36 34

315 365 372 381 385 347 342 338 313 311 298 307

（4）　諸加算の状況（延回数） ※と要支援の加算は月に１回算定
R５ R６

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
入浴介助加算 257 291 299 316 311 280 252 248 242 238 232 252
送迎減算 3 12 20 17 17 16 19 24 20 22
短集中個別ﾘﾊ加算 50 71 62 55 15 39 46 53 30 24 9 21

28 32 30 32 31 31 27 28 27 27 27 28
サ提供加算Ⅰ 283 320 327 335 335 305 284 289 264 262 258 269

28 32 30 32 31 31 27 28 27 27 27 28
22,458 25,095 28,880 28,756 29,334 27,123 23,573 23,899 21,792 21,437 21,292 23,339

運動器機能向上加算 5 7 7 7 8 7 8 7 7 7 6 6
栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ加算 5 7 7 7 8 7 8 7 7 7 6 6
ｻ-ﾋﾞｽ提供加算Ⅰ1 3 4 4 4 5 4 5 4 5 5 5 5
ｻ-ﾋﾞｽ提供加算Ⅰ2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 1 1
科学的介護加算 5 7 7 7 8 7 8 7 7 7 6 6

1,417 1,957 2,125 2,125 2,425 2,083 2,537 2,324 2,307 2,112 1,909 2,133

6 防災訓練

消防計画による設備点検及び防災訓練を実施した。避難経路、消火方法等の確認を行った。
　・４月２２日 総合訓練（設備確認、避難訓練等）

消防設備点検実施　　委託業者　（株）アソート
　・１０月１日 総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）

入所（夜間想定）、通所リハ（昼間想定）
消防設備点検実施　　委託業者　（株）アソート

7 感染・衛生対策

（１）新型コロナウイルス感染症対策

（2）　感染性胃腸炎対応インフルエンザ対策
　

8 各種会議・委員会

(1)  運営会議 毎週１回　　（施設運営に関することの検討）
(2)  通所会議 毎週１回　　（通所利用者及び業務・環境等の検討）
(3)  看護・介護ミーティング 毎月１回　　（看護業務に関する打合せ）
(4)  看護ミーティング 毎月１回　　（看護業務に関する打合せ）
(5)  入所検討会議 毎週１回　　（新規入所者及び入所中利用者の検討）
(6)  給食会議 毎月１回　　（給食に関する打合せ）
(7)  行事担当者会議 毎月１回　　（行事に関する打合せ）
(8) 身体的拘束適正化検討委員会 毎月１回　　（身体的拘束等の適正化に関する会議等の開催）
(9) 褥瘡対策委員会 毎月１回 　 （褥瘡に関する会議等の開催）
(10) 感染対策委員会 毎月１回 　 （感染に関する会議等の開催）
(11) ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会 毎月１回　　（事故防止・事故発生の検証等についての検討）

　利用者、職員ともインフルエンザの予防接種を実施。新型コロナウイルス感染症対策と同様の対

要
支
援
※

82
82
53
29
82

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の4.7%) 25,454単位

　利用者、職員とも感染者が発生したが、防護服の着用やゾーニングを実施し感染拡大の防止に努

平均要介護度（支援） 1.80

（回）
月別

計
項目

要
介
護

3,218
170
475

栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ加算（※） 348
3,531

科学的介護加算（※） 348
処遇改善加算Ⅰ(総単位数の4.7%) 296,978単位

支
援

要支援 110
要支援 433

計 4,074
平均要介護度（介護） 2.46

（人）
月別

計
介護度

介
護

要介護 937
要介護 936
要介護 900
要介護 602
要介護 156



9 職員研修実施状況

（１）　施設内研修の実施状況
令和６年 ５月 身体的拘束等研修（虐待について） 30 名参加

６月 感染対策研修会（嘔吐物処理について） 27 名参加
７月 身体的拘束等研修（スピーチロック、虐待の芽について） 32 名参加
７月 身体的拘束等研修（接遇について） 32 名参加
８月 事故防止対策・ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ研修（誤嚥予防対策） 27 名参加

１０月 感染対策研修会（尿路感染症について） 27 名参加
１１月 感染対策研修会（個人防護具の着脱について） 27 名参加
１２月 身体的拘束等研修（不適切ケアについて） 27 名参加
１２月 感染対策研修会（手洗いについて） 23 名参加

令和７年 ３月 事故防止対策・ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ研修（ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ） 12 名参加
（2）　外部機関主催研修参加状況

令和６年 ５月 １１日 利根沼田地域健康講座 ２名参加
１０月 ２１日 セミナー「看取りについて」 ２名参加
１０月 ２９日 栄養担当職員研修会 １名参加
１１月 ２０日 ミールネット渋川研修会 １名参加
１２月 ２０日 栄養管理講習会 １名参加

令和７年 ３月 １４日 栄養担当職員研修会 １名参加

10 行事実績
内　　　　　　容

花見
中旬 おやつレク

こいのぼり作り（作品制作）
あじさい狩り
おやつレク
七夕
おやつレク
盆供養
納涼祭
敬老祝
運動会
おやつレク
クリスマス会
お餅つき
書初め、まゆ玉作り
おやつレク
節分
バレンタイン
ひな祭り

誕生日会

２　月
上旬 各フロア
14日 各フロア

３　月 上旬 各フロア
通年 毎月１回 各フロア

11　月 29日 １．２Fホール

12　月
25日 １Ｆホール
27日 １Ｆホール

1　月
上旬 各フロア
10日 １Ｆホール

８　月 13日 １．２Fホール

９　月
上旬 １F、通所ホール
中旬 各フロア

10　月 25日 １Fさくらホール

６　月
中旬 施設周辺
13日 通所ホール

7　月
上旬 １，２Ｆホール
24日 通所ホール

月 期　　日 会　　　場

4　月
中旬 近隣公園

通所ホール
5　月 上旬 １，２Ｆホール



1 事業概要

大きなトラブルなく業務を移行できた。今後は高徳グループの一員として業務連携を図り、グループ全
体の関係性を強化していきたい。

2 サービス提供上の留意点

個をみつめる」ことを重点にサービスを提供してきた。サービス内容については、温泉浴、立地や環境
を活かした野菜作り、散歩など、ご利用者の希望するプログラムを取り入れ、チームワークを活かして
サービス提供することを第一に心がけて取組を進めてきている。

3 利用状況 （令和6年4月1日～7月31日まで）

（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　登録の状況 年度間（人）

　契約解除

（3）　利用者数（延人員）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 234 238 221 235 － － － － － － － －

2 133 135 111 158 － － － － － － － －

3 35 30 41 52 － － － － － － － －

4 45 50 66 61 － － － － － － － －

5 28 22 19 32 － － － － － － － －
475 475 458 538 0 0 0 0 0 0 0 0

　自費利用　　　　 0 0 0 0 － － － － － － － －

　事業対象者 0 0 0 0 － － － － － － － －

1 19 19 16 18 － － － － － － － －

2 35 36 32 30 － － － － － － － －

54 55 48 48 0 0 0 0 0 0 0 0
529 530 506 586 0 0 0 0 0 0 0 0

（4）　諸加算の状況（延人員）
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
435 444 423 500 － － － － － － － －
475 475 458 538 － － － － － － － －

23867 23721 36274 42812 － － － － － － － －
4854 4827 － － － － － － － － － －
4450 4421 － － － － － － － － － －

53 54 53 55 － － － － － － － －科学的介護推進体制加算 215

入浴加算 1,802
サービス提供体制 1,946
処遇改善加算Ⅰ(5.9%､総単位数) 126,674
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数) 9,681
ベースアップ加算(総単位数) 8,871

合計 2,151
平均要介護度（介護） 1.99
平均要介護度（支援） 1.65

（人）
月別

計
項目

0
0

支
援

要支援 72
要支援 133

計 205

（人）
月別

計
介護度

介
護

要介護 928
要介護 537
要介護 158
要介護 222
要介護 101

計 1,946

0
平均年齢 84.05 89.85 87.84 4 13 17

70歳代 3 3 6 解
除
の
内
訳

他施設 2 5 7
５０歳６０歳代 2 1 3 死　亡 2 8 10

合計 20 42 62 その他

90歳代 7 21 28 　新規契約 18 30 48
80歳代 8 17 25 6 12 18

令和6年度　月夜野デイサービスセンター事業報告

　令和6年7月31日をもって業務を休止し、株式会社高徳に事業を承継した。職員、利用者の引継ぎ等

　介護保険法の基本理念である「自立支援」「尊厳の保持」を理念、基本方針とし、「利用者１人1人の

　また、「ケアの質の向上」を目指し、月1回のデイ会議でケアの振り返りを実施している。

開所日数 105日

年代 男 女 計 区分 男 女 計



4 年間行事

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行を考慮しながら、外出行事を少しずつ再開してきた。

5 アクティビティ

(1)　創作活動
・室内装飾品づくり ・・・・・・・　 随時実施　干支壁飾り　花壁画など
・季節の風物詩づくり ・・・・・　 桜　鯉のぼり　七夕飾り

（2）　集団レクリエーション ・・・・・・・・・・・・　 週変わりのプログラムで実施

6 地域交流

（1）　中学生福祉体験 受入なし （2）　ボランティア 受入なし

7 研修受入

（1）　社会体験学習 受入なし （2）　インターシップ実習介護実習 受入なし

8 広報活動等

（1）　誕生日色紙、花束贈呈（誕生日に近い利用日）
（2）　行事の都度ご利用者様への写真を配布

9 ケアカンファレンス

10 健康管理 　　　

（1）　体重測定 定期測定　　・・・・・　　4月・6月
そ の 他     ・・・・・　　身体状況、居宅サービス計画に応じ週１回、月１回実施

（2）　体　　操 毎日、休養後実施

（3）　口腔ケア 毎食後、義歯洗浄・口腔内すすぎ等実施

　全員参加による月１回のケアカンファレンスを実施。また、初回やADL変化時、介護者からの依頼等

5月 9～11 水仙まつり見学  ノルンスキー場 35名
7月 避難訓練 デイ、ホール 20名

実　施　月　日 行　　事　　名 場　　　　　　所 参加人数等

4月 19～21 お花見 みなかみ町内 29名



1 事業概要
　
　令和6年8月31日の休止に向けて、介護支援専門員2名が中心となり、町内の居宅介護支援事業所へ
利用者の移行を行った。

2 サービス提供上の留意点
　
　介護保険法の基本理念である「自立支援」「尊厳の保持」を理念・基本方針とし、対人援助専門職として
「利用者のこれからの生活と人生を共に考えていく」ことを重点に置き支援を行ってきた。
　また、中立公正性を確保し、居宅介護支援事業所としての独立性を確保した上で、支援サービスの提供
に努めた。（特定事業所集中減算非該当）
　また、地域福祉の一翼を担うものとして、行政や地域包括支援センター、医療機関や地域及びサービス
事業所との連携を図り、地域包括ケアシステムの構築に向け、課題の堀り起こしや共有、課題解決に向
け取り組んできた。また、今年度も地域の他の居宅介護支援事業所と合同で研修会を開催。再度町の担
担当者を交え介護保険制度やルールの確認を行い、介護保険制度の適正化に取り組んできた。
　

3 利用状況 　　営業日数 （令和6年4月1日～8月31日まで）

（1）　要介度別利用者数内訳
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 35 37 36 35 15 － － － － － － －
2 12 13 13 12 4 － － － － － － －
3 8 8 6 5 0 － － － － － － －
4 13 9 10 7 2 － － － － － － －
5 3 3 2 2 1 － － － － － － －

71 70 67 61 22 0 0 0 0 0 0 0
21 20 20 19 7 － － － － － － －
50 50 47 42 15 － － － － － － －

1 8 8 8 6 5 － － － － － － －
2 11 11 9 9 3 － － － － － － －

19 19 17 15 8 0 0 0 0 0 0 0
7 7 6 4 0 － － － － － － －

12 12 11 11 8 － － － － － － －
90 89 84 76 30 0 0 0 0 0 0 0

（2）　諸加算の状況
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
0 0 0 0 0 － － － － － － －
6 3 0 2 0 － － － － － － －
4 1 3 0 0 － － － － － － －
0 1 0 0 0 － － － － － － －
3 4 2 1 0 － － － － － － －
0 0 0 0 0 － － － － － － －
1 0 0 0 0 － － － － － － －

（3）　そ　の　他
R6 R7

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
0 1 0 0 0 － － － － － － －

（単位：人）
月別

計
項目

要介護認定調査 1

退院・退所加算 8
入院時情報連携加算Ⅰ 1
入院時情報連携加算Ⅱ 10

通院時情報連携加 0
介護予防初回加算 1

平均要介護度（支援） 1.55

（単位：人）
月別

計
項目
特定事業所加算Ⅲ 0

初回加算 11

内訳
男 24
女 54

合計 369
平均要介護度（介護） 1.95

内訳
男 87
女 204

支
援

要支援 35
要支援 43

計 78
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（単位：人）
月別

計
介護度

介
護

要介護 158
要介護 54
要介護 27
要介護 41
要介護 11

計 291


